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一十 マ研究ノート

所得分配と経済成長

一一一最適所得再分配政策に関する研究一一

T l土しがき

II モテパダ〉品れだ

m 数値＇11:r二：： ；：分析

TV 結論

I はしがき

所得分配問題は，相互に街接に関連しあし＼しかも明

瞭に識別可能な三つの局面を持っている。そして，この

二つの局面；土「生産 分配 支出jにわたる終済循環の

過程の節々で，各節を特徴づけている土いえろn 三汚し

た三つの局面とは以下のようである。

(I) 財生産にともなう付加価値の配分p

(2) 配分され、各経済主体に帰属した所得の需要要の[Rj

から経済成長を規定する局面。

(3) 所科分間・再分限の出範i¥JJよ準じり確なおよびその

適用。

第 lの局而は， hわゆる t決義の〉 （所得分自己紹j越J

ヤ経済循環における「守‘産分配lの：出？を制定する。

次に．第2局面は， 「分担ー支出」の過程を規定L，そ

てで規定された支出ト々ーン；こ基ぺき孜郊の生産がH.J.定

きれろ。弔：i局［！百！土， ：iI.第21弓雨と比べて規範i'i'.Jtt

格を持ち， 「生産内分配一一千等分担ー支出」に分解された

得済情環｛ノ〕谷節Jこわt＝♂ lてれ済を同定している。

発展途上国における所得分配問題を三の三つの局而か

ら考える時， もっとも難解な問題は第 1局面にあるとい

うことは~JI i，かごある η これま，限界：il，：：力ii~なり i l視

的分配論なりがはたして発展途上国の所得分配に適用・，iJ 

hをかという疑問があるといろ点にとど主らず，農才jiニお

itる；l、同｛本1/'.J規制・慣官，都Ifiにおける各種手lj憾の 在日の

人々への集中という非市場的な制度的慣行が所得分配を

N定 Lてu、予可能性かあまり iこも強かかわである。しか

も，各発展途上国につし、て，それそ＇ hの制度的慣行は異な
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るという点を考慮すると，発展途上国における所得分配

問題の第 1J，山両の解明は至難である二とがわかる（注 I!o 

本稿はこちした難解さがら，発展途上国における所得

分配の第1局聞がすでに与えられるものとし，所得分配・

111分配が経済成長に与える効果を分析し℃いく ζ とを目

約にしているの以下＇ ：：.＇く衛 qiに本稿のか針を宝とめて

おくことにする。

まず，第 [I節で最適成長理論を援片jして所持分配・再

分配が経済成長に与える効果を分析しうるモデルをつく

る。モナノレの要点は，所得階層聞の所得再分配を最適成

長モデ’レiこ明示約に導入することにあるc モデ’けま，閉

鎖経済，開放経済の両方を考える。ぞデ、ルの紹介に絞い

ご，ありうべき分析を想定L，このそデルによって何が

わがるか述べる。

次に第E節に入り，発展途上国の経済を強く意識した

数値を用いて，閉鎖モデルについて分析を行なう。 ιの

分Hrl士．ほとんど完全に第E節のそごFソレ紹介にわって，最

適所得税率・最適所得分配率の導出，u、くつかの変数の感

l芝分析、ノイマン成長持く（最大所一成長率）等tこJ ) b、て考

察を加えるのそして，最終章で，モギル分析によ •.） て得ら

れた結論の婆約およびモヂルの問題点の指摘を行なうの

(ii' 1) 行HIぬ r. ，ミ，，.c-.テ t二，Ii場経j存ω泣£

アジア農業社会のt1寺逃走につし、γ 、 J （故村松柏次教

n心i卒論文保『中［JijJ )J政治こ経i,f』東洋経済新報社

197,1;1') 1'.!9 ・JS:lヘ ～にお＇＇ご農村 jl：、［，，j体のみ績

が試み「，れているの

II モヂノレの構成

l. 閉鎖経済モヂル

(1) 閉鎖経済モデルの概要

外国貿易を含まt;し、問鎖経済におL、て所得分配が経済

！党長に与える効果をみるために，次のよ行な産業連関モ
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1しを用い，これ士動学fヒ寸る。

X(t）三AX(t)+F(t) 1 ・・・・・・・ 1 

F(/i二 C(t1+ IN(t1 1 -2  

X(t）は，基準時点（ここでは 0期）の価格で禍ljられ，fこ

I期の産山知ベクトノレ。以下の分析では， 2財を怨、i"Eナ
ヨ；＞）で， 2 if：元の／I負現1J,、勺トルとなる。，li.t, 2 < 2 

の投入係数行ylj，しかし，ここでX(t）が上のように定義

されてU、るとめ， Aの要素 dりは、 1,t準持！.＇iJ')j財 i［ミ

幣単位分を生産するのに必要な投入財（第 t財）の倒lil{

似合示すれ

c’F(t), C(t), /lV(t) i土，いずれも非負 2次元手ljベク）， ：， η 

F(t）は t期の最終幣婆額ベクトルであるが，これは今外

ほ貿易を排除しであるので町 1一2式のように C(t)I I 

期の消費額ベクトノレ）と IN(t)C t期の投資額ベク卜

中 lに分ItI'，れろぺ

1 1式は，左辺が t期の各財の総生産額を示L，イi

i山，，各財ω得、需要績を示す＇，したが て，土山式は．総

司主要は総生産をjiわ vJζi工ならなL、とし、 J 初期iiJiliWJ

を表わしている。

l -LA：：；二 1- 2えを｛に入して，

(l-A)X(t)-C(t）注IN(t) っけー

'l: 2八三の単位行列）

とすると，左辺は各財の生産より生じる貯蓄鎖を語、L,

{ i辺は各lけの投資桜であるJいら， I 3式：t，各財＇， C') 

投資は各lH'七産工！）生じる貯蓄を L主わつではならない

というこをを表わしている。このように 1 1式は，幣

給市I］約と断釈すぞ三とも， II.j蓄.j吃資市IJ約土［て解釈す

ることもできる。

主て， l 1式， 1…2式で示さitる経済を動学化L,

さらに所得分配・再分配過程を明示的に表わすために，

IN(t), C(t：を次のとうに表わす。

IN(t) ＝β（X(t十1)-X(t)) l 4 

Bは， 2X2の資本・産出比行列で、その要素bijは，

U準年次価格でjtH 1貨幣単位分を生み出 Jのに必要九

第 i財の資本領（同じく基準年次の価憾で狽11る）を示す。

したが－，て‘ 1 ., 4：；℃で， ！X(t十i, X(t)：なる t！.い，・，

t+ 1期への産出額増加に必要な資本傾の網JJil，すなわら

J、'Pj投資faji；＞求ば1i,{l,るの

次に， f')fi号分間日・再分配過程をモデルに導入しようれ

土わために、 X(t）なる産出額ベクトルから C(t）なる消

tt;,制ベクト Jレにb、たる以［、ゾ｝ような経済過れーを考えるわ

必 VX (t) = Y (t) l -5 

ごl a¥'11)士｝＇ 1: 11) l Ii 

③ C十rYu(t)=L(t) 

⑨ GL(t) =C(t) 

新たに用ヤられる記号

V：付加価値行列

y (t）ー分配所得ベクトノレ

rl-≪ 0 I 
aニ！ 日 11：所得修転行手IJ," I士所得税率

1 7 

1-8 

γ1: (t) : I存分配所'j¥1ベクトル

C：回定ii'i'/1.:支出ベクトル

r-fg \[~ I：限界消費性向？？列

川パ・nは所得階層 I.IIの限界消費性向

よ（t）：消費支出ベクトル

じ消費支出割合行列

この 1-5式～ 1-8式は，次のCf'ー→④の各経済過

作に士、trc，；、したものである F

「X(t) ( I期の少産）一一（付加価値の創出および帰属）

》 Ci可分商己政策の導入および円分配された所得の決

屯）一叶（所得階層別消費支出〉一－•C(t) (t期の各財

J、の需要）J

まず， l 5式は， Xリ）から生ヒる付加価値の帰属

を示している。したがって，付加価値行列V（住 I）の要素

刊 yi土， Ji(；一準時点でJil,1］った j財 1貨幣単位の生産の勺ち

第 2番目の所得階層に帰属する割合を示している。ここ

では， t子ルを簡単にするために所得階層を， I , 11の

：つに分けることにし，以下の分析のために，所得階層

iを高所得グルーペ所得階層 !I企低所持グル－ 7＇土す

叫。以上工り， 1アl土2X 2 fl初］で定義され，すでに定義

竺れた行声I]Aと，以下の関係を持つo

~，a,j＋ 乞1v,:j= 1 (j=l, 2) 

1へ (i：；＼＇.，（主再分配過程に対応 L,j苛得階層 Iの所得iこ

刊なる税率（正確には所得移転率）がかけられ，この税部

分がすべて所得階層Hに帰属することを示している。こ

こでは，所得移伝にともなう行政費用をすべて無視して

いる。こうして決定された再分間所得ベケトルを yI/ (t) 

で表わすれ

I -7式は，消費関数を示し，所得階層 I, IIの再分

配所得がそれそ＇ AtYれt王ど消費安IP，にむけんれるかを示

している c ここで，ベク！・ :t., Cは，所得階層日lj固定治資額

を表わし、行列rの要素 fI, cuは所得階層 I, TIの限

界消費「1:1:,1を表わす。所得階層につU、ての定義 kI), 

O二五CIくen妥1とする。このような消費関数を通じて，

Pf分配所得ベクトルYがりはL（れなる消費支出ベケトル

7ラ
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（階層}.llj)に転化寸る。

1-8式は，階層別消費支出が各財への消費幣要に｜古］

けられる過程を示しているつここ？，消費支出割合行列

Gの要素めjは，第j所得階層の消費1貨幣単位のろち

第 iHJに使「ttされる占lj合会示している。したがって，行列

じの要素は非負であり，かつ列f11：ます， てて 1ヤふる 0 :::. 

のような Gを通じて，階層).lifr肉質’支出ベクトルL(t）は，

各町、の消費需要矧を表わ←J喝ベクトル仁（t）に転化する＂

以と， qト谷J)(1 …5式J～ 1-8式）の過程を経るrj1で

X(t) ：土， 分配所得一存分記所得一消費交出！ .l：形を＇：Qミ

え，最終的に C(t）なる各財への箔：要ベクトルとなりて

経済循環に再び登場するのである勺

以下の分析で利用しやすいように C(t）をX(t）の関数

として表わすことiこするc このために， 1 司氏えに 1

5式～ 1-7式を代入すると，次式を得るの

C(t) ＝じ（C+raVX(t))

ここで，行列Hを

H=raV 

と定義すると， 1--9式は，

C(t) G(C HX(t)) 

となる。

i、り

10 

l -9’ 

1-9＇式をもってわれわれは？所得分自己・再分自己；品障

を明示的にモデルに導入ずることができた。

モ午Fレの動学化を図った 1-4弐と所得分配・再分配

過程の導入を図った 1-9’式を 1-2:rt;に代入したtt,

] ・-2式をさらに 1-1式に代入すると，

X(t) ~AX(t)+G(C L HX(t））十B(X(t十i)-X(t)) 

1 11 

を符；〉。適＇，＇＇， I乙移項するとこの式比

(l-A-GH+B)X(t)-BX(t十1）とGC 1--11’ 
とたる。 1---ll’式は，O郊の産出鋲ベクトルであるぷ｛の

からはじまって経済が成長していく過程で，各期の（0期

のf両院で演IJ－、た） We 1±1額八クトル X(I'ポ満竺きた〈て

はならない必要条件である。

fJ I：で経｛斉循環に関すよj議論は終わふわれわれは；＼：

に， X(O）を所与ーとして， 1期か九T-1期までの産出額

ベクトルー＼( t) (t→l，ヘ T-1lぷ制約条件どして l-

11’式を満たしつつ，以下の円的関数を最大にする最適

化問題を考える。

J一手1'L(t〕
つ千；，ri千：；）' 

ただし， 1'= (1, 1) 

12 

三三で iは，消費に関「る時間選好千：であり， 1 12 

式は0期からT期までを政策期間とした時の消費の割引

76 

現在｛11li値を，iζすむぐ（t）をX(t）の関数と Lた要領で1--12

式をX（めの関数として表わすと，

J=f!J9＿士fff（め）
t=a (l+i)' 

1 -12’ 

となるの I
T l'C 

12＇式において I:・ 今一は定数なので
I o (i ; i)t 

.T= i: 1；一時（！）
ド＂ (1十i)'

I -I :l 

とおいても，長適｛肢を与えるX(t）の経路は変わらなL、。

以上をまとめる正われわれの最適化問題（OPTl) f 仁

次のようになるの

(OPT 1.1 

l'vfax J=M.叫ド！！Ji.it)
戸”（］十i)I 

制約条件（…山）X(t)-BX仙沼C
(t=o，・・，T一一1)

X(o）出XC所与〕
X(t）三0 (t=o，…，T) 

われわれは，この最適化問題を通じて， 1-6式で定

義された所得税率（ぽ得移転率）叫が一度与えられれば，

その下で Jを最大化する X（めの経路（最適生産経路〉

および最大化された Jの値を知るこをポできる。そL

て，政策変数として日を 0から適当な上限値（たとえば

0.6）の範留でパラメトリックに変化させて，その一つ一

つについて， X（めの最適経路および最大化されたJの値

を求めるこ Eができ，この結果上り Jの最大値を最大化

する H およびその時の X(t）の経路を知るこ kがで夫る

｛注2）。

また，この最適化問題を通じてわれわれは．各所得階

震の限界消費性向（CJ,C日jや資本・産出比率を要素に持

つ行~JBなどが変化した場合，その下？最適「Er/'.経路お

よびJの最大値がどのように変化していくか知ることが

できる。さらに，三の変化した諾変数の航の下で，最適所

得税本町（（注2）の記号を用いれば， Max(MaxJ（川，X))
αX  

を与えるれのこと）を求めることができる。

11的関数Jに関する以上の分析と比較するために，わ

れわれはおi約条件を同ーにしつつ，次のような異な J ノ！こ

目的関数をおき，その下での最適所得税率を求めるのす

なわ～

であるn

r 1' Y(t) 
J' ~: t ,-,,(1 + i)' 

Jグ fP, ,qlLCtl 
/ o (] + i) I 

l - l•l 

1-1日
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I 11 l℃の Ytt）は. -t －~＇に l 口｝」tt，，とi主Lたよう

tニ））配f•Ji i尋ベクトyレ。 Lたが yご守 I 14式の分子ムは t

期＇，，

~ ) ＂－：る国 l（所j尋の現在価値を lj，える，， J）。J＇を最大｛七す

る政策l土GNP設大化政策それ自身で，こうした政策と

λ.fa:c Jを与える政策を比較することは興味深い。

L(t）同様 y(t）をX(t）の関数として交わすと， ト 5

式より，

1’Y(tjニ 1’VX(t)
とii.’ム I ・16式を 1-・ ・14／，，二iU、しふ

,/' fl’VX（よ1
に，－（l千－t),

1寸 16

l 17 

!.~ --,11 
'-1、fo) 

1 15式のお辺の分子は， Jの分チと少し呉なり，新

たに，iが人〆 3てし、る。 Jは所得階！醤 ICぬ働者グルーf)

の人の消費 lJllf,',: C貨幣単位〉を基準として所得階層 II

（貧皆グルーフ）の人の消費 1単位に対し政府の与える

が：・r::.1,lj階層の消費の社会（1(1｛凶仰の比片手号去ることがで

】，／）性格より当然 l J と汚え与， iLくしが， その決

心；tiリl’l、1にせよII青示的にせL政：／.： c') ; f1lli1[11ffJJl続j；こ対

，ノ
L

」

j、A
t

二二：政J(.fの価値判断がlijj小（（JJ:l)j，・，とi的・／］主的場f，を

われわれの最適化問題の中で翻訳すると，明示的なJV;f,

は政府が Jェ1.5のように Jの値自身を｜列線にしてb、る

場｛＼＇で．われわれはその下tこ段適所得税率自己求めること

になるの他方， 11/;・,1三的場frは所得税率：io%のように．政

府がある価値判断の卜に得られる結巣のみを示している

刈ケlぶ刀れわれはそのよ心なが，Jnn": I仁汁づける Jを求

ミl) ,cに政Jffの価値判断仰心l;.lc三； LごLると考える t

UJ.，・ように目的関数とザ ：J’、.／＂ γ七議すると，J'

; ~｛；＇f; ，トハパイの拡大至上主義， J" :t ;/ i於C'）社会的効用

の最大化を意味する。そして f の場k，戸が 1より大

きくなるにつれ，政府が貧者の消費効用を相対的にi宮iく

評価することを意味し，，i=1 （消費効用の無差別性）と

いう特殊なケースとして今度は逆にJが定義されうるこ

とがわかる。このように， Jのとり方を変えることによ

くわjLわれは，経済効率会上 1rtとJt'f'cLてさまさ、ま

" it庁内策の得失を匁1ること AゐPうふも，＇）.:・ ／，，る。

」l Jイマン成長率と所（与分配政策

btt.i）れの関心は．すでi二’，i.::c¥: H：二れよこ最適化問題

'.OPT I，を fl的関数の変更を，；＇f っJ人 子生ざまな条件

の下に解くことにあった。したが，Jて，そこむ解かれた

解玄（t) （最適生産経路）が，ターンパイクに対してい

かなる関係をもつか吟味する必要11c：くなか ｝／；こc

しかしわれわれの最適化問題はいわゆる：打ヘセイ型

の最適成長問題’詰4）にほかならず，われわれの定式化に

おける J ｛マン成長率（最大斉一成長率j，それにともな

うゲーンパイク経路，を求めることは容易である。

ここで各期の幣給が均衡し，しかも毎期のX(t）が一定

引である（X(t）沼Z）定常状態を考えると， 1 11＇式は，

(I-A.-Gll) Z二 cc l ”18 

1_. .）.. ’ 
- I本 F ，） ヲ

二二.~（！ .1-GH）についてサイモ J ・；j、－c¥-シメの

条it令ぅ：！点 ~｛ J',j Lt.f, 

χ (I lJ.-GH) 'GC（与（｝） I ・ l!l 

が，｝〈主ミふう

このような 7,によIして，
.r(t）ニX(t)-7. l・・ 20 

4と定義し， 1 18式を 1 11＇式より引くと，

(l-.1-GH十B)x(t)-B.x(t十1);;;;0 1- 11" 

そi＼｝て，,, I l i九えを等号で成立させる .r(t) （定常状態、

をこえ＜，,f/1',Mベクト;v）に対し乙，

Hr(! t 1）孟J.Bx(t) l 21 

古1品i.＇二十とり 3ー』（斉： ・ritl主宰） ,n tr A益むら最大怖を／

fーノシ f；主長十（グ）という。

われわれは， 1 18式で（／－ .1-GIめについてすでに

十イモン・ホーキンスの条件を仮定しているので，計は

l 21式を~~；号で成立させることは明らかであるほ 5 ）。

この時， 1 21式を適当に整期して，

， ~rx（ド (I-A-GIT) 113r(t) l -20' 

セ i',J シし／二が F て’ X•〔 1は (I← A 川 ＇ fl 川崎flt在

'('・ h，〆・：，-. L /pι，（A+Gll）が分解不能ならば， U・ A 

c;Il) '> o。 込方， Bの任意の列ベクトルムy につU、て，

h;?' （）であるから， (I-A GH）一＇B>Oとなる。これ

::: , x(t）迄Oよりーιは，実は(l-A-GJ!)-1Bのブ
,l*-1 

ロベニウスキ艮であることがわかる（注6）。

われわれは， (I-A-GI！）がサイモン・ホーキンスの

ff＇！－士山た（‘ ／pつ（ぺ＋GH）が分角千＋ti色のii年 I{・<' 

〆 1/d，、〈＋ ν ！＇：＇.） 'J_ドのようiこ〉長めることができふり

λ I 1. 一一 、-l l グホ（(1-A-GH)1B; 
1 22 

？こfこL,

i.＊ネ（(1-A-GH)'B）は， (1-A.-GH)1β の

アロベニウス根。
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ゲーシハfク経路は， ｜ニのブ口ベニウス恨に品j・1,じするl山l

f1白ベクトルとして求める三とがでさら。

ぷ上主 ＇） 1 山式を｝刊し、てわれわれは，法適fじi品目白

(OPT l）で行なvたと同様の分析をノイマン成長率，グ

ンパ子 7道路仁’〉し、て1十iなうことができ λ

(3) 最適所得分阻ネの導出

ノコれオ，j1_l土， J) ！－.：：］：と L て最適； •Jriリ税ヰ c＇）早，ij~出iこ 2丸、

、命じてさた。しかし，ふふで興味深い点は，一般に所

得税率が決定されあと，われわれのそヂノレヤは伺11寺に！河

川分配ヰが（た定どれるとしう点で I仏心。そ L>:, I設遥！汚

得税率に対応する所得分配率は，そのFには的関数が主主：

大f七され心とい・， u味で段泊所得分配率ということがで

きる。以下では，所得税率が凡で与えられた場合の所得

分I~己率山湾出にJ川、てまと；／｝てお〈二とにす〆ム。

所得同ネ刊が」チえられ：＂.： II寺， 1-(j式で＊＊る再沙問己

政策後の所得の t期の各階層別分配本什（筋 IT仰階

),:,・ic！）分配ぷ），向I（第IIyili i＇｝階層 ，,Iiうf配率 l；；，次のよ

うに表わすことができる。

，；，二 l,_O)l,(I)
' f'Yn、I)

''" (0, 1) i'11(t) 
ll fiY,Jt I 

ここで 1 2:3式． 1 24みにの｝＇11(t）を1

IiえをJi!v、て X tJで表わすと，

Ii[_( l，。）al二＼＇（t)
- l1aVX(t) 

,; 111, l)a ¥'X(t) 
II 一一I’aLX(t) 

I :!•1 

5 A, 1-・・・ 

I 2:11 

I 2•1' 

j る。 J,, fこ α二 I~I rt ~ I；：：、日しこ i二川ょを

'.ifき変えると，

,i I I ［て’I?11¥ .~与~·
星 1' l二戸f(t) 

,; _(a, l)VX(t) 
II-

1' lんて、t' 
I ・24" 

よなる

われわれは，この 1 2:1＂式， l ・24＇＇式を用いて， t

l(ljの所作介配率乞所得税f、川と， ごグ〉ド｝二件られるJr}J童

生産経路より［直接求めることができるわすでに述べたよ

うiこ， nr件税率として最J盗1fr得税r~: ,1・え ／~場合， l 
2:l勺＼：， 1 ・24’式は忌適前七十分問z与を示すことになる p

2. 開放経済モデル

貿易をパまない｜羽鎖経｝芹ーモデルにおける公適化問題の

定式化に続いて．貿易を含み，新たに貿易収支に関する

l11iJ約条件の加わ＇ ＇ニ状態における長通化問記長乞定式化し

亡いくことにする。
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まれ経済循環における制約条件全考えるのこれは，

I 1え． 1-- 2式問機次のように書くことができる。

X(t) ~，lX(t）十F(t) 2 - 1 

F(t）二 C(t)+IN(t）十E(t)-Af(t) 2--2 

ここ E新しく Hけ力ILh・ Pた変数l土， E(l¥(t期の宇宙Iii綴

ベクトノレ）とM(t)(t期の輸入額ベクトル）で，それぞ

れ2次元の非負列ベケトルであり， E(t），λ1(t）ともi141',J 

通貨で湖lilられているものとする。

F(t) ，；）溝／J主’！安去とで、あら（’（t),!N(t）／土、 十でlこ七式｛ヒ

Lt:こように，

C(t）＝（パC十JJX(t))

!S(t) =n(X(t+I )-X(t)' 

で与えられる。

新し（付け加わ；fこ変数のう t,E(t) 1:t. 外生（I'j；：与

えられるものとする。すなわち，

{ El(t)¥ ((l+g,)' El（ο）＼ 
J<> 1> = G~2: t) Jーしi十g,)'H2(n)) 2 " 

であるひ 2 ・5式の El(t),E2(t）は t期における第 I財，

；五2刻の檎出事（［‘的， gょは外生（（］にLj.えんjLた第 ilH. 

第2財の輸出増加l率とする。したがって， 2 5式は，

各財の輸出額がり期か久悠年一・＇ fl{と増加ILでし、く三とを

1）与すo

J欠に i'¥J(t）であるが， M(t）は各財につU、て， rtt間投

入自4・としとの新｝人分と十史資財としての輸入分と最終日＇ i費

財としての輸入分との合計からなる。すなわち，

Jf,t) =. I＂’X(t) n’＂＇（Xi t十1)-XU）） 十仁川I)

2-(i 

であるのここで‘ ：

夕I］’ 'ti4-：.産／ Ul 七 i子穿I］を元、して L 、 •:J 。 A‘i 附を〔a;".! l；す

;/tl:i, a~：は j 財 1 貨幣1私f\'1：生瑳に必要な第 I !11'の車命人
i浜を乃、してい己 UJ＂，に／）I,,、て 1、［，;Jじ〕ρ （’！“（t）』主， t期

にJ「j'/i;，需要として！筒｝入l1tをとなれだけ需要しているか刀、し

ている、ナでに i H式t定義 'c1 Iた行ゲIj （；を／〉かつ

じ C'"'(t）を表わすと，

C '"'(t)=C: "(C十I!X(t)) 2 7 

となる内ここで， c;川）／を［‘g；山とすれば H；；は第j)ji得

院i／層！｝） 人c1)i荷，11i'i

',ljl]{-l'をア，，して」、るn

以上2叫ー i式～ 2 7式より。

XU) ~AX (t)+G(C＋正TXU）） 十B(X(t十1) X(t)) 

+E(t) - {A.•nX(t) +G川（C+HX(t))+B'"(X(t十

1) -X(ti)} =.4'1 X(t）十じjzC十!IX(t）） トH1(X

(t+I)-X(t)l +E(t) 日…日
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ti二 l'f!鍛経済モデルにおける前通化問題で｝すえた主

）に， Ili'l'J関数Jに代わって， GNI’の長大化を志j（せする

ii（ドj隊i数J'(I ~14式参熊）や消費の社会的効用の最大化

セtxiるけがj関数J"(1ャ 15式参照）を採用することによ z ' 

て，われわは経済政策相互聞の得失を知ることができる ω

」」 <..", 

¥' A一，l"'
<;, Gー （；m

Ji'！二 B-Bm

と定義し， A",GペB’Iは凶l勾財に関する投入係数行列，

ム＇＂’仁：，r,~ 

以上，この最適化問題を利用して行なうことができる

分析カ・法をいくつか考えたが，要は分析を行なう者が対

象とする経済の｛可を知りたいかである。以下，次章では

恒例途上｜必の経済を強く；意識した数値を採用し，閉鎖経

:i¥ Lニアルにむける最適化問題を活片iL C最適所得税率を

-・k,h C L、くこ土にする。この計算のi断止とわれわれは

:Al ll 1Jril封勝！併｛貧者グループの）！渋川白紫性！i•J (< II）や資

ド・ 8i/J＇，比hタIJ(B）の変化が目的関数およびJ法適生産経

路に与える効果をみていくことにする。

(ii; 1〕 げj埠， l宇業.illI五！点では， Vは所得階層日ljξ

:t なく，機能II~分 liii による｛、I /111 iilli (11( v) •M 胤を ））、してい

る。ニこでは，平i]l問はす〆＼て例入所得に？!ibじされると

似：,i:'.t"' V1tJ町向｜砧j掛りlj；こ榊成した。

( ii立） この上 piこ刊をこノ＇／ 1;；凶1L1::1泌1,;1,11銅変数

人 .l=J（刊， X），たたい X (X(l), X(2), 

, X(T)), なり， Jは日と Xν，WI fir ' .. ・. N.わさ

ソ 1,;1A』iL ！よ， I改築ttlJI；司（ . ). '! ｝、川ι 定であ

・, : ＇·、， i~ ： c 、条件ノ＇ I、仁，’i,,, (.11,, . .7 I", X）），士甘え

る Lうな H ＇！＇.〆l、めるわけ Cある。

Ci I: :3 ) ｜［的関数か .］＇でUえ，・，れる場 （；， i :Jitlfを

I : ': ,/1 Iムう IL'Jli¥UiliHキではなく，ゆjらかに政附がそしり

1:H（ν. JF引f特にX,JI, ・: J:.:1 -, 11.'i li¥J j'i_ij tif 4<で， L、tけbる「；l

J、（；＇jll'r !Id /L hf斗；」であゐe 二νJ; ll'j l:',I忍日i’＋・i日必 fl

i !k i’、・，H.'il1Ui'illf＋と It浮上くノ L、l点、 1.' ニニ ξ

: 1,,r1.,,,(,,j小 Lf ずらに海綿にならパリi' j乙fめ、 1,1初i

必Jiff/))＇しいと Lた。 ti：会的11¥:/:J,t江（＇＋＇に’ JL、て

九larglin,S. A., ＇‘’fhe Social RateりiI Jiscount 

and the Optimal Rate of Investment," Quarterly 

Jo川 ・nalof Economics, Vol. 77, No. 1, 1963., pp, 

95 -111，’Tみ上。

(ii;・4) 川？苛：計＼IJ;,,J,if数用紙I荷"'r＝人「川 ｜｜本，lヂ論

''I: 1'.l7l i:' 弘＇i4 ,-,.: 141 218・、ーノ’ J よr

（！日） l'illl・.iLH・,¥ii'.・,,,; I、rkJI! 

え1.J（υi :,: Jtf)i剥；l) 1i ii'一！刻， l%7:I、

ノ I; .. ＇。

: ii＇“） 

消費支出割合行列，資本・選出比行f1]1¥と表わしている。

2 ・8式を適当に修項して，

(/-/1'1 G・1fi+B'1)X(t) 

一R1X(tト1）とじイC十E(t) 2 H’ 

ピJ会r これは，閉鎖経済モア ：l,f.: _f >If {, iへ 11＇式に

けは、十ることはいうまでもたい九

¥ ,: ；）：に，貿易に伴う材i:1＇人 Tγ ノ人1〕；lj:j約を考える

ことに一｜一る。この制約をわれわれ；土，；、lト，n:c℃で与える。

l'(M(t)-E(t）） 三s1＼’ 2 ・9 

N：外生的に与えられた輸出入ギャップのマ上ー｜浪値

2円四9式は．各期の輸出入ギャップが外生的にJj.えら

れる N をこえてはな「3ないことを意味している。

なお， 2 9式を 2 0式‘ 2 円 7式を考慮Lて書き

トえど）と以下のようになる

l' (B’＂X(t十l)+(A・-13" 

二三λ7 l'(G’見C-l乙（fl:

（，吋 IJ X(t) 

，
 

B

，
 

zt 

J} ! われわれは開放経ii＼亡子／レ：：：..t jげる経済術環と

i'-l'. ふ1~だに関する制約条fl を汚えこ＂＇＇二これらの制約

条件の下に，われわれは閉鎖経済モデルのH寺と 111］じく，消

費の書1J5l現在価値を最大化する。開放経済モヂルにおけ

る最適化問題（OPT2）を愁湾！するとi欠のようになる J

［（）ド T2 J 
1 l'HX¥1 

Afa.t・ Jニニ Jla.~~. 1 i)I 

‘F 

I! _¥' I I l）与GイC,

，＇！、

:ijlJ約条件

1日十；E(t) 
l'(M(t)-E(t）） λ’ 

X（ο） =X C所与）
X(t）ミ；；O(t=o,.. , T) 

J汽？講

2い；＇， 268へー

ふ 1a がプロベニり、似 んf),j,,.,,x(t) 
パ’言、一－ 1

.') i t, . ) :.i flとコ↓Jx(t）与三o公ii,rこ：＜ 公、午｝こ l.

まう。
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H的関数は，閉鎖経済モデルにおける続適化問題と，，，］l二

関数を用いたが，これは消費である以上，各所得階層にと

寸て国産品も輸入品も無差別であるニとによってし、るの

二＇）品ー適化問題につし「；‘閉鎖tr;hhニ.：；5ける続適化11¥J

泊二 [,,JI く．最適所得分間［！いん j；フそしf’11'rの＆－適生産経

路ぞ〆！いれることができる 0 t't「にマ｜対抗干九六モデルにおけ

る呆直化問題では，発展：全 i[iZJ,Ji河川ゾ）一重的性格（新i

人依j；手！,fのI白州、 l：業財と ',1: 1'1品οt／な純粋国内財の

並存）および出J所得階層の輸入財選好等発J長途上国独II 

の経済情造をモチルに的確に反映させることができる。
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皿数ft!＇（例によら分析

1. 使用する数値の蝕格

本章では発展途上関経済を想定した数値を用い，閉鎖

任済モデルiこおける最適7芳得税ネを導出すと〉 主た，

の分析の過f'J（.＇いくつかの変数のえ化が経 f斉成長にlj，え

る効果をもみていくことにする。

使用すふ数値

A－＇ο.2 0.11 
¥0.1 0.5) （投入係数行列〕

B 一／l.5 0.2、
-¥0.!i 1.5/ （資本・産出ltiI刈）

V (05 0251 
-~0.2 0.15/ （付加価値行列）

じー（0.60.山
-101 0.8/ (i内費支出割（，行列｝

(; I 2 ¥ 
=¥ 4) （固定消費支出ベクトノレ）

CIニo：：，にIIニO町13r1号階層上IIの限界；i'l'IN'l:1,,1)

i=Q.07 I割引率〕

Y’二：10（政策期間）

X（。：， /40) 
¥RO/ et吋山初期条件！

このデ－－ ／／色与えQにあたってよ底貯は，発展＆LI.叫に

みうけられる二つの点に注意した。第 lは，生産する財

が工業Jl，と伐産品に大山雪れ， にた，＇，？，の生 ，＇（；こともなう

H頃l価値不：上高く，そのl.i.函農，i'f.品の付!JIIH日夜ぷは／11,い

という J誌である。この点は，行列Vによ p て1をわされ，
l財（工業品 I,2財 （:;i産品〉の！、JIJII価値判上0.7, (l.-1 

: 1 財のかが高くな♂.• ：・喝、る。 r; ijJ:；ジ〉第二／,i、は、所得分

配についてであるが司下若者ク守ルーブーを示す所得階層 Iと

貧者クソレ』 ，，を示すアリrl司階層Hi>/:¥i：こかな i）：ノ，所得格言（＇.

があると wー！ことで払弓ぺそして‘ ：つのゲ•l ープの貫主

好する財につL、ても，＇＠者グループは相対的に工業品を

主り選好LY 貧者グループはほ I,／，しど農産，＼1,＇＿か鱗入で

ラないとLぺ点も無視できないー こうしたJ詩人〔へは，各j}I'

得階層の限界消費性向の差および‘消費支出得I］介のパター

ンのちがいによって表わされている。

このほカ＇j／~入係数行タIJA，資本・々出i七fI外nの構／:X:

t d主要であるが，守寸志ここでは各財の生産にと什てそれ

ぞれみずからの財の投入（工業品生産には：I：楽iii'，と L、う

¥1、合に）が（也ν’〉財の投入より大ぎな比率をtめるよう fこ

してある。しかし，行列Bについては分析の過艇でいく

らか数値を入れかえ，行列Bの変化の体系に lcj・える効果

！，：みていくことにすふつなお， -J-ごぜこ述べ允！、うにくll

i'，月l参照），私均時間i'ifり；・1と政ljド，：I：会的11,'J'i間jぎ好率11

80 

等しく， 7%とおいた。政策期間は0年からはじまって

10年目（期首〕までであり＇ 0 J事iにおける i財， 2財の

生産額はそれぞれ40と80である。

2. 最適化問題（OPT1）の解法について

11 iあで定式化Lfこ最適化！日］~（OPT l）：丸以下のよう

であっito

〔OPTI J 

Afax I二九［ax長〆X(t1
／~／［より’

iii！］約条件

( (I ,1一（;J 1 t 

X（←X＝（か）〔所与）

X(t）ミO(t竺 o，…ー， T)

(tニ4人 ‘ I旬一1

ここて説明の便宜上，目的関数の分（il,

（叩X(t）口〆川）
〆＝(:,,, l’2) 

と還さかえであるι

） 

このi/¥l組は， ii列島’J条｛牛と l_ C不当トザ山 J.J い／こ)t孟1it'i1

点合引っ線型計i謝！日lfli!にほかならなし、。しかし，このま

まのI！；＜＇；土，通’；1’山線型社1世1i1/¥j泌の翠！＇こIi.＇て L、le唱、／）

1 次山ようにこし＇）／，＇ 11題を出 iRになお十ことに寸一心。

こうすると，この問題がごく普通の線llitll・商問題にほか

fふら ！（ L、ことj;,j, > Iう通心。

この長崎，表o'(iに構造変款として各JUJ• c十財のうソヰ，；Wi
X(t）をとる。ただし， X(t）は t期の l¥:U, 2財の生産額全

要素にJ＼つベケトルなので，その要素会 lU:t, 2財の!ilfiに

Xl(t）、 X2(t）と HI>L，そJt.，，を0期から [(i期まてなん

べる。 X(t）の次に，制的式に諜せられた符号をおく。段

後i土 :n1JM力主℃の 1-J,J{なりTi>Eなりを示す；ti]約｛直をお＜

表{Ill］；土二つにうfかれ，一つは11的関数‘ fむは制約六で

ある。 OPTlでは，日的関数は，

.! 'f;..μ'X(t) ft’1Xl （九＿Y. 11,X'L(tj 
~ .'7, (11 i)' ＝，刊ぺ1十j)! 'I「，（1-1i)' 

となるので，表の目的関数Jの行には，各 Xl(t),X2(t) 

の係数をおく c制約六t土，実は仔邦｝各財ざ土に与えられて

いることはl1JlらかであるのでIEI），その芥々の式につい

てII的関数の）｛.＇； frと同じく Xl(t),X2(t）の係数3とおしJ

友マ；土、

I il-G川ぷニW－~（；；；； ~Ji) 

と定義して， Wiを用いているの

この j；うに制約六を表わすもと，初期条件Xl(O)=.¥"lは，

表の上う iこXl（＜ゅの係数のみしあとは（），符号はニ，
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出I］約値it Xl‘び〕 ＿.／） （／）市I］約式にはかならないことがわ

かる。その日かの制約，－＼：について 'L/1ーす Jiは， X(O）二X

,r,J-μ,j｛＿；－ と［，，Jt,C6、存期ことに之本J)制約六に分解され

ご．？？月日二守作IJ，ド］前i土（んの1"1-＇！堅手： （（；べI）、（；，（2））と

なるこどがii/J＇宅、「

この上ろに「m闘を去にまとめると． この問題は im1J;fr'.1 

よ以4,,交主主22佃， tti1W11B'す ， ι〈乃必ii"J （｝）級王＇！ ih里1i

問！志？ふノるャ I二it＼，；土や明んかで去ι’JF この問題の最適

解が，市I］約式(7)1午号がすべて等号，11・ドで与え「Bわらど十

行保証がts',・liH ;J. われわれは三♂il-!¥WN全線豆＇！ rih出i問題

として解くこと zこなるのであ心っ以下山分析s士、解－hi'！け

よさhi f仁、；、 ; －：王r，二日1tt;l型di匝1問題の解を数i咋！下jに

;fr''.i-'lることに 1: ごj隼めてレイ子、 2戸

3 Mαx J＇の a, Cl] に対する変化

,¥1,u.T （消－，，；，♂）’｝，1J,3 I現在価値の長大イヒ）で与えらjI,,,, 
JtJ直化問題i(:1 における最適所得税キボを考えーっぜぺ

i'l'Pこ‘；Ha.,J'r[I什（！j片j/}(I）；りjrj（号HHffif1在Ci)Ji：：大｛ヒjv> I、山

「，；j直所得純イ、什； ..を~；え口、〈ことに L よ与のこれは‘

.¥!a.r J’♂） r、（＇）分刊のらがはるかに符弘だか t，である A

,'¥la., Jノで＇ J・えんれる)fl適fヒ[l;j題の最適所得税ヰ＂＇、

'_, t, ,1[<1.rJ' の右，：kf1／（主：Ij－えるよも） 1.:1,r1号干5iA二H ♂〉二

i . :: ii町lI /J •;l: 2: 可主〆、／：：う仁、 Jill

ft i '・ , : .H11.1 J’にふFて. : (/ h為政液（;jil]i!il:i.t’数 L

i-, －・＇.，じ L、＇J.iJ I件、：＇ J’ J’（什， X)': j1<1パI({, ，，，マ；士，7:

ムピ企満足下る r
〆 不卒、

九lai-(11Ia:r.l'(n,X）〕ニJ＇い村，xa**) :,-1 

二二亡、 λ；.，t；は唱日＝ n＂＊の下に ］＼，faxJ＇を？詳し‘て符

c',,jl,’： J1'.ci蔀’1'i'ィorrを［｛；L,・j0 

一九！

xi 
XL 
Gc(l) 
Gc'(2) 
Gc(l) 
Gc(2) 

H・11 日’，z' -h" I -b,2 三

江’＂ w" , b21 I -b22 と

Gc(l) 
Gc(2) 

以下でi土、日をりからある適当な絞まで変化させ，

:11a.rJ’（n,X）がどのように変化するか検討し唱 :1 1式

をぷit.こすパμ そ求1h;::, C ；欠に ι百の変化に対するMax.!

U）変化を考本ずる内

ます ;;i-)I I究｜であふが，これは叫が0からりβまで変化

J一心につ;ftAla.rJ'(rr, X）がとる憾の軌跡である。二二

刊の上限をり fi1::と.，たのは，現実問題として帥%

台こえる）1i1弓干党＇￥はほとんどありえないということによ

る。さて，＂＋＇； I ！苛にi肝心かなように‘ l¥1a.rJ' （刊， X）は

<'[Jニ｛｝打，《 JIニ0.8U、ずjもにつL、亡も，＂ iとっし、とlji.，：周j減

少同数であることがわかる n ,Wax.I＇（川， X)（｝） こ山'ftt'f

；仁川グ）1(!/)Jllによる消費支けiの土台｝JU(,.・J <en による）が

貯蓄の減少全招~，これが投資可能額を縮ノトL ，次期以降

の国民所待そ刊の璃力llする前の11<.準より下げるために＇ I-::

仁ら。したがーにじ fLCT：の en(O；，：，、I<ruこ；］）につL、て，

λ1a.rJ＇い.X〕：土刊について減少関数であれ，：3 1えは，

Ma.r(l¥1a:rJ' (rr,X))=J’（O, X判） :~ 2 

となるの λ エ式より，この場A-のltb産所得税こ干l （けキ

は、りであることがわかる n

i欠に，九1axJ＇において日をあムかじめ i'j.えておき，

二の干t乙什l をP変化させた場A'O)1'1a.c J＇の軌跡をと

ぺノム！： "; 0 ノ；－1支，.t, .Jか i'IJ の関数となるの σ，kl,ιE

Y 全凡f,L.rJ’（c11,X）と表わす。結果は，第 21刃のとお

りである。ただし，ここでは en を 0.5からO‘9の範囲

で動かしてみた。この間より， α＝0.l，白＝0.6のいずれ

についても， 1¥1axJ' (en, X）は，刊について単調減

少Lてし、心ことがわかる。 λfa.rJ' (ra, X）わこのぞI:'&

8r 
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第 l悶日に対すら MaxJ'(a, X〕川変化

M出 J’（a,X)
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は， Ma.rJ' (", X）の日に対する単調減少性と全く同

じ理由か乃生ι，0三玉「I＜ぺI三iの条件の下でi土，刊の

とりうるす，こどの値について九fax,l' (en、）C1iJ enに

ついて単調減少である。

このように Maxf の m q に対する受化はきわめ

て明確で‘ IIλ1<en~玉！の下手は，ぺけl それぞれに

ついて λla.r.rは単調i球少を，ドすと推ffliJごさと＇＂した

がって，全く当然ではあるが，日的関数として J＇をと

りその最大化を図った場合，所得税率が低ければ低い程，

そして第2所得階層（貧者グループ）の限界消費性向が

下がれば下がるほど， Mι:rJi f土大きくな J ノてV、くこと

がわかず' fこ。

82 

第2翻 enに対する MaxJ'(cn, X)の変化

MaxJ' ( C:u 1幻
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4. Max J (l) n, en Iこ対する変化

."lvfax J’の四， enに対する変化に比べ， AlaxJの

a, enに対する変化はもう少し複雑である。ここ？は，

,lla.r .l＇の場合と同じく，まず長適所得険率計約必/1',!J. 

,・' IJ{iめていくことにしよう。第：iI刈；士， λJaxJ(a,X）（こっ

し、て，第 1図と同じ4二とを試みたものである。第3闘から

ただちに明らかなように， MaxJ(a, X）は日について

必ずしも単調減少ではなく， C[I の水準によって単調減

少であったり，凸型であったりする（enをなお下げて

い〈と， MaxJ (n, X）は，。二重白豆O.nの範潤で単調憎
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九Ia.r.!(,,. X）の H に関するこのような性質は，。

の増加が」方で治資を増加！させるふr <err）反mi，貯蓄

を減少させ（この結果，投資可能額を縮小させ），次期以降

の同民所得を刊の僧力IIするがiの水準よりおし下げるため

生じる n 川増加のもつ， !Ji得再分配を通じる消費’増加効

果と‘団民所得の減少を通じる治費減少効果の二つの効

来が正に相互背反L. Cl]の水準にしたがい， MaxJ（ぺ

X) fl:主主ざまな曲線を揃くのである。すなわち， cu=

！の上うに非常に叫が高し、場合t:l:，刊の増加にともな

い！：の二つの効果のうち治資減少効果の方が強く， ，'vfa.r
.l(n, XJは刊につk、て単調減少する η しかし，《n=0.8

Cn -~I ku=0.6）の場合は．｛仁内三0.1(O；五刊：＇？ 0.2）では消費増

}JI!効果の7；が強く 0.1＜川正0.6(0.2＜町三三0.6）では消費減

少効果の方が強い。従って，J九fa:cJ (a, X）は凸1'1になる。

日

0 0. 1 0. 2 0. 3 0. 4 0. 5 0. 6 

第 4岡 ,・n 1: ,-t ・J-る :Ua.rJ(cn, X) ciノ主化

'.llaxJ• Crr .X1 

α0. 1 

α0. 6 

0. 5 0. 6 0. 7 0. 8 0目 9
C11 

1;111 ，：） ニ＇.. L.－，っ j レj 〆d 九 二の二と IJ• 九， Jfa.,: J ・:・ ljゐえ

心れる長適化問！直におい C, Jiを適！究得税当ミボは 詩的

に決定されず、川Iの本准にしたがって．さまざまな値

をどることがわかる。たとえば，第3図より明らかなとお

I）＜［［二l・ ,: 4 では什才ニ0，パlニ0.凡で；土日＊τO.lJu=O.件

で（土ハドニII.'.!':'. tftJi: :':' At心。

ミてけ：に，日， 21:X] C試みたと同じく，九Ia.rJv) cuにJct
「る＇ltf仁ぞみてνーくことにする（この場合， ］＼，［.ιrJは

( ll に上·.•て決定主れるとし、う意味で Ma.rJ （《 II 、 X）と

Aとわ jJ .. i;i¥H主iに明らかなように， cuiこ関する 111a::cJ 

(.-n. X）の形状は enの？：領域にわた J ，てif'.調変化では

た（ 刊の水準によってさまざ士な変化をすど】。 s11a.r.J 

(,n. X）のぺIに関する二の上うな性質は， ：＼faxJ（凸，

X）の代 iこ関するけ践と全く［日i 仁く， •II の増加が－）j

f一時的な消費増加効果をf-!yつ反i厄，国民所得の減少を

i.rn℃る消費減少効果をも同時に持つためである。このた

め‘叫二0.1の上うに所得税率が低い場合は．刊のf帥日

にと 1,ないー：つの効果のうち，消費用加効果の方が強く

上見われるが，庁二Oβ のようにはが上っていくと.0.5三

ι日：；：0.7では消費増加効果が強u、が， 0.7<c日壬0.9では

消費減少の効果♂けjが強くなる。

以！：第 :-J¥・tj，第 i図では Ma::cJの a,Cl] に対する変

化を追ソてきたが，今度は i¥{a:rJを与える X(t）の経路

（最適生産経路）をみていくことにしよう。第5図は，第九

［・？！；こ｝tlι したもので，cn=0.8の干・の各刊に対する最

適生産経路を友わしてし、る。この図よ仁川の増加にと

もなL、長適生産経路は初期状態Sを出発して総生産額に

けする第三貯の生産比率を上げる方向にシフトしていく

とがわかる η このこと l士、所得税不を上げるにともな

いお2U.Hすなわん，，，rr寺第 II階層が強いiを好を持つ財）

の生産i七千三がとがす〉口、くことを示Lているの刊の増加

は，このような生産ノζターンの変！とを引き起こす。こう

した変化と同時に，日が増加していくと，。＜t三五10の任

意の tについて生産総額は減少してνぺ。第 5鴎のケー

スごは，たんに生産総領のみな「》ず，第 I 財， ~2 ！｛才それ

83 
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自席 5 関 λ1a:;; Jを与える生産の経路（最適生産緩路〕 en=0.8) 
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ぞれの生産財ポ減少し口、る。すなわち，一二こで一般に

日＝fにおける最適生産額ベクトノレ X(t）を X(t）「3と

表わすと，

0くt<10では，

X(t) <X(t) <X(t) :; → 2 

t=lO では，羽川＝＝（強rnnと表わすと，

Xl(lO)< Xl(lO）くXl(lO)1 
＝々＠・5 α＝Oa ≪=0.11 

X2(1め＝X2(10)=X2(10) l t ；き

となってU、る作このように自の変化は，綾適：生産経路に

対して生産パ宇ーン，生産額のI屈できわめて顕著な効果

を持っているといえる η

なお，第5図では参考のために5.jlj途求めたターンパイ

ク経路を吉～さ込んでおいたが，長適生産主主路は 1期， 2期

の間ターンパイク経路に漸近し，それ以降しだいに遠ざ

かっていく。また，ターンパイク経路上の第 l財と第2

84 

300 100 

財産出額の比（注 5) i〔すなわちターン・,1｛ク経路の傾き）

は，。の増加にしたがって大きくなっていく（第2財の

生産割合の増加〉。

第5巨ヨtこ続いて第6図は，第4関tこ対応して a=O.iのド

び〉各 err(enエ 0.5，。めに対する最適生産経絡を表わして

いる。この場合も，第5図の場合と全：く同様に，enの変化

；土最適生産経路に対して，生産ノfターン，生産額の二回に

おいてきわめて著しい効果を持つことは明らかである。

t:/'/6図のケー λでは， errの減ゅは＇ t:.!'i'：パターンにおし、て

; t，第2財の生産',l;lj合の減少，待郊の生産額におL、ぐf.t'

:l ・ ・ 2式，；j 叩；i式で示される変化を引J起こ Ln、とJu 

5. 社会的公立基準の適用

Max Jで与えられる最適化問題において，われわれ

ほ他の条件が不変の持， errの熔加にともない，去を適所

得税率計が0に収束することを知ったく第3風什l=1 

のケースを参照のこと〕。

しかし，ここで注意すべき点は，上の分析で得られる
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品適所得税宇一川は，たん仁目的関数として .］ （消費の 祭7図 aに対する MaxJ"(a, X）の変化（cn=0.8)

j1J引現在価値〉の最大化をとった場合「最適Jである

にすぎないという点である。そして， Jのなかには所得 Maxf (a,X) 

円分配にあ竺 I）政府の持つ社会的会正基準が合まれてい

／・い。したが Jて，杭済効率のみを11:J題iこする0ぺ iiなく

,J；、く社会公，！ UY凡以から最適所得税：認を導出才ど） /・_ ／／：に

は， Jにかわ勺て政府の社会的公定基準をなんらかの形

で明示的に導入した目的関数を用いなくてはならない。

そこで，われわれは政府の社会的公正基準が所得階層

日消費支出のウ工「ト付けで与えられるものとしよう。

そして，とのような社会的公正広揮を含む目的関数土し

てJ＂〔1-15式およびその解説を参照のこと〕を用U、る

ことにする。

第7図は，仁JI-"'0.8の下に，ルJa.rJ＂（四，X）を！うニ1.;i= 

I .:l, ,8 =1.5 (1）一つの場合について凶示したものである。

1--15式の .JIIに関する解説で明らかなように， Pは第

I所得階層（富者グループ〉の人の消費1単位を基準と

して所得第I]階庖（貧者グルー－／）の入の消費 I141-{,'rに

みl して政府が与える値で，、！－＼~＇.｝ >l と考えられる注目〕。

二の図より llJj「，.，）・なように、，iτ ［れら／3=1.fi－，と. 15 

が糟加していくにつれ， Max.l" （日， X）は， O~a 壬0.6

の範囲で凸型の曲線から単調糟加曲線に転じる。すなわ

ム，；5=1,,iτI :lでは Ma.γ.l"(a, X）は凸型の山線で，

ぷ適所得税引工 それぞれ0.1,0.5の近傍『 fi-l.Sでは

J;fax J＂（ι，X）は単調増加曲線で，最適所得税率は 0.6

（刊の上限値）となる。

このように一変社会的公t主基準を所得再分配政策に

偉入することによって， !Jfa.rJ＇＇の下の最適所得税率

内料水は， Afaγ .l,Max J＇のドの最適所得税十＇＂ *, ＂料

(=O）とはきわめて異なる値をとることがわかった。ま

た， Fの定義から自明なことではあるが， Pの増加にと

仁ない所和再分配政策の成長抑制効果が消費の社会的効

Illの増加tこよ r て相殺され， n＊料（ましだいに増加して

：、く。

われわれはさらに，以上の分析を用いて社会的公正基

準に立脚した所得再分配政策の実施にともなう機会費用

を求める二どができる。すくlで定義したa*,n:町内料＊

そ用いると三ぴ）株会費用は以下のとおりであるつ

MaxJ(aホ， X)-MaxJ（α料ホ， X) 3-4 
X X 

M'!.x J＇（円 X）一呼zJ’（四車内 X) 3-5 

3-4式t土‘門会的公正基準に立脚した所特再分配政策

を行なった二とによる消費価値の減少， 3-5式は！tl政

570 
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% 2表 B の下 の最適生産経路

j 1 ：ブ L~. i＿と I_6_ !_1_ r_s_ I 9 I 竺一L.

::t：判；：；：（引~：.~~~iii~山ル！？｛ト［二，＇，
川ニ

＼＼時！日 I i 
・'---- I O 

生i主額－..＿ ---! 

第 l 川 I4o 

控~ 2 財 Iso 

/.it l ＼！イ

c+¥ 2 tiイ

策による GNPの減少を管味してし、る。？合U、かえれば、

政府は社会的公正基準に立脚して所得再分配政策を行な

うと，消費ターム，および GNPタームでみて九一屯 4式，

3-5式分の価値を失うというわ打である。

以上われわれl主，む会的公正基敢につL、て政府が明示

的価値判断を下した時に最適所得税率刑判がどのよう

な値をとるかみてきた。しかし，現実の政策決定におい

て政府がみずかムの価値＇ l'IJ断を明確に示すことはまれで

ある。上の刊でいえ；f',ii =15という三正は富者の消資

l単位に対し，貧者のそれは 1.5傍の価値があるという

ζ とになり，このような直接的判断を明らかにすると政

府は，富者・貧苦の同グルー7＂か，：，；9=1.5の正当・i'Iを：！）

ぐって批判をうける三とになりかねない。

そこで多くの場合政府は，現実の政策決定においてみ

ずからの価値判断を明確心せず，結果として採用した政

策をもってその価値判断を暗示的間接的iこ示すことにな

る。所得再分配政策の場では，この暗示的価値判断は，

政府が採用する所得税率の水準，たとえば50o/o等，によ

って与えられる。そして，政府は社会公正の観点より所

得税率は50%と決定したというのみで，その背後にある

みずからの価値判断を明らかにしたい。

こうした通常の政策決定の場において，実はわれわれ

の分析は政府の価値判断を知る上で有効なのである。 j二

の~Jのように，政府方~50%の所得税率の採用を決定した

としよう。われわれはこの時， Pを適当に動かし，次式

を成立させるようなP材を求めることができる。

Max(Afax J"(a, (,**, X)）ニJ"(0.5,:i材， X*o~／）
X 

:-l-ti 

三こc',X：れ土，臼＝0.5,fJ＝：ヨ

解いて得られる最適生産経路を表わす。

第7図より明らかなように3-6式を満たす戸桝は 1.3

？ある。 Jをこのようた｛直にとると，社会的公正基準を
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含む目的凋数はちょうど a=0.5で他のヤがなる a(o::::e;

a $0.6）に対してよりも，よりおい僚をとることができ

る。したがって，政府の社会的公正基準が悶的関数 J"

で表現されうるとすれば，われわれは日＝0.5が採用さ

れた背後に暗示的にではあるが，5=1.3という価値判断が

ひそんでいたと結論するこをができるのである。このよ

うな分析を通じてわれわれは，所得再分配政策の背後に

ある政府の社会公正に関する価値判断をきわめて明確な

形でとり出すことができるのであるの

6, その他の分析結集

以上3，～ 5.を通じてわれわれは，閉鎖経済モデルにお

ける最適所得率の検討を行なってきた。次に，どく簡単

にヤはあるが，われわれの最適化問題（OPT1）を通じて

わかった他のいくつかの分析結巣をまとめておくことに

する。

l!)B （資本・産出比行多IJ)の変化が体系に与える効果

われわれは， Bの数値について特別の配慮を加えるこ

とができなかった。そとで， Bの第23河jの減少が体系に

与える効果を調べ， Bの性質の一端を明らかにしていく

ことにする。

竺こでBの第2列とは，第2財（農産品〕 I貨幣単位

生産に必要な第1財，第2財の資本額を示す列ベクトル

で，その減少どはなんらかの技術革新の結果，第2U:J'生産

』こ必要な資本額f注7）が減少する二とを意味している n こ

の仮定は，農業一次産品主導型の経済成長を発展途上国

に適用するにあたって有益である。計算にあたっては，
/ l.5 0.2¥ - ( 1.5 0.1 ¥ 

ニ（o.61.s）の第27IJ を 2分のlfC: し， B＝ ~o.6 0.75）とし

このこつのケースの目的関数値．最適生産経路，所得分

配率について比較を？？なつえ。

第8図は MaxJCα，X）の日に関する変化を上のこつの

ケースについて図示したものである。図より明らかなと

おり， BのEへの’変化にと tない目的調数値はt¥'i力11ーする c



第8図 B第2列の変化の MaxJに与える効果

(en =0.8) 
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そして，日に関する MaxJ（α，X）の変化率はBの場合の

方がはるかに大きい。このように第2財の資本産出比率

の減少は政策期間の消費の増大および所得再分配政策が

目的関数をより急激に変化させることを意味している。

研究ノート

次にBの場合の最適生産経路であるが，第2表に示され

ているとおり Bの場合（第5図，第6図参照）とは逆に第2

財の側に傾いていく。そして， 1期から10期までの任意

の時期の第 1財，第2財の生産額を a=O.l，日＝0.3の二

つのケースについて比較すると， Bの場合と同じく，両

財について柑＝0.3の方が小さくなっている。このように

Hの下の最適生産経路は二つの特徴を持つが，このうち

Bの下の最適生産経路との比較では，最適生産経路が第

2財方向へ傾いていくことが，体系にもたらすB国有の

効果であるといえる。

最後に BとBの下の所得分配率を比較することにす

る。すでに「1.の補論（2)Jで論じたように，一度目が与

えられれば， 1-23＇式， 1-24＇式によってわれわれは，

各所得階層の所得分配率を知ることができる。ここでは

目的関数を Jにとり， BとBの下の第I階層の所得分

配率（oI）を比べてみた。第9図は α＝0.1における各

期の dIを図示したものである。

第9図において BとBの0期の dIが等しいのは，

O期の第1財，第2財の生産額が初期条件として与えら

第9図 所 得 第 I階層の所得分配率（a=0.1)
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れているためである。さて，第9図はおいてl期以降のdI 

を B と Bにつνてみればすぐわがるとおり， Bが R

へと変化すると dIはしだいに減少し，所得策E階層の

所得分配線，；IIが附加していくの三れは，すぐ上で論ピ

たように β の Bへの変化tとともない最適午産経路か

第2財方向へ傾き，しかも付加価値行列が次のよりに与

えられているためである。

V 10.5 025¥ 
一 ¥0.2 0.15/ 

ここで，行列Vの第1列（ 2列）は，第1財（第2財）

l貨幣単位生産にともなう付か価値が，第 i所得階層に

0.5(0.25），第E所得階層に 0.2(0.15）帰属することを示し

ている。したがヮて，第1財，第2財，各 l貨幣単位の

生産による第 I所相階層の所特分配率は，第2財の方が

,o.s 0.251 
相対的に不利になる（ 〉ーーし行列VJ）ζの性質上

¥0.1 0.4 I 

札最適生産経路が第2財へ傾いていくと第日所得階！訟

の所得分配本は漸l);；階大してv・ ＜のであるの

(2) ノイマン成長費税

「E節ー1.の（2）」における 1 22まえを用いて， BとBの

二つについて O~a~0.6 の範屈でノイマン成長率を求

め，結果を図示すると第10図のとおりである。

この図より， Maxf の αと errに関する変化と全

く同じことがノイマ J成長率tこっνてもU、えることが才〉

がる。すなわち，ノイマン成長率は， mιIIの増加にと

もない単調に減少する。そして， B が B に変化するに

つれ，同ーの a,enに対しノイマン成長率は増大するわ

ノイマン成長率のこのような性質は科目の増加が貯

蓄額の減少（その結果，投資可能額の減少〉を意味し，

Bの B への変化が第2財の必要投資額の減少を意味し

ているととを想起すれば，きわめて当然の二 Eであるを

いえる。

〈注 l) 正確には，初期糸件以外の告りがJ式は， 2防！

にわたノプ与え ：• ! ' ・. I,,、る。 L かし，こバ場合の 2llli 

目の生産額は， 2期目期首の生鐙制約をみたしている

にすぎないので， 竺土では制約式の「朔jの欄に 1貫II

ずつ Lか起入しなか J iた。

（注2) 線型計画については，すでに電子計算機の

プログラムパッケージがあるので，以下の計算はすべ

て電子汁況機で行t; ' t.ニ。 ｛＋/IJ したプロクヲムパッ今

一ジは， IBM,MPS/360である。

（注3〕 巌適化問題は以下すべて OPT1で，目的

関数のみ変化す心。

（注 4) crr=lのシースーこは，所得第H階震の固定
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消費分が所得存分配政策とは独立にすでに保証ぎれて

I，、ることを前提としてし、ら。

(i:E 5) ここで産出額は全て 0J/:)jの側絡で漏I］られこ

い之ので，これJtは「産U¥-1昔、円ltJへ件.J.｝；＇こ転換行元乙。

Ci!' 6) 1 15式の解Ji＇：沌ベ f i : =, ;5. ],_ ' t 

:¥・ J出 J"tなる。

（注7) ご土で価絡はすべて基準時点の倒的--r・ lj‘え

、J ., LくL、る /J,＝・，必要資本音fiの減ノ主l，必要資ド 1,1り

減少を同時に意味する。

IV結論

本稿においてわれわれは， 2財2所得階層モデ〉レにお

ける最適所得税率の導出を試みてきた。そして，われわ

れのモデルでは最適所得税率の導出は同時に最適な所得

分配本の導出をも意味していた。

ここでは，本稿の結論と Lて閉鎖経済モデルによる分

析結果を要約する。そして，主主後にモデルの拡張および

問題点を指摘していくことにする。

I li't'.J関数としてJ'（国畏所得の割引現在価値〉の最大

化を γJた場合，

Max(Max J'(a, X）出品（o,X榊） ::i一日
X o 

で， j誌i盛所得税率はつねに 0であるa

次vこ，目的関数として JC治費の割引現在価値） 0）最

大化をとった場合， MaxJ（α），は所得第I階層の限界

消費けj11J (c I) ・＇，との下に，所得第 E階層の限界消費性

向（cu）増加とともに凸型からしだいに単調減少に転じ，

この間最適所得税率は漸次減少を続ける。ただし，以上

はりミc1 <err:; 1合前提としている。

II的関数J,J’に代わっじ政府の担会的公正基準を階

層別消費のウエイト付けという形で明示的に導入した目

的関数 rを用いて最適所得税率を求めると，全くれ切

ではあるが，所得第E持者層の消費ウエイトの土留かにとも

ない最適所得税率は増加する。しかし，目的関数 J＂の

導入によってわれわれは，社会的公正基準の適用にとも

なう機会費用を求めることができる。そしてさらに，目

的関数 Jグを使って，結果として採用された所得税率の

背後にある政府の価値判断を知ることができる。

以 i二方：，閉鎖経済モデ、1レにおける最適所得税率に関連

して得られた分析結果である。なお，付加的に試みた行

列B（資本・産出比行列）の感度分析では，農産品の（た

とえば技術革新を通じる〉資本産出比の減少が生産経路

・所得分配に対して与える効巣を明らかにした。この分
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l!i：結果i土，与えられる数値；！二よってきまざ主ぎあるので，

必ずしも一般的な結論は述べることはできない。しかし

われわれの与えた数値の下では，農産品の資本産出i七の

減少は， .:'1)1室経路をE量産t山へと傾斜させ， しかも所待第

II階層の所得分配率を上げるという興味深い結論が得1",

t Iたiil'I ) ，，この結論はデーダの；冬意性よりほとんぞか｛の

：段l法も持たないが，このような経済発展のパターンもあ

りうるとレうこと全知る上では有益であるの

最後ιわれわれのモテ、ルの拡張と問題点についてふれ

る。モヂルは 2財2所得階盾であ4 たが，三れをm財 n

所得階層に拡張するためには，存所得階層からの所得税

（所得移転税）の帰着関係を新たに定式化しさえすれば

上い。そのために，所得11］－分舵機憐として政府セクケ一

会明示的にモデルに導入することもー案である。

モデルグ）問題点は，この稀の多r.'{I門成長モデルに共通

じはあるが，投資の扱b、ふなu、L'i'クロ分析とヰクロ

分析の.：1己縦にある。われわれのモデルでは，投資は 1... 

l i℃で定義さJl./二止おり，

IN(t) =B(X(t十1)-X(t)) 1-4 

止なっており，今期と次期の潤の産出額の増分をまかな

うために必要な資本額の増加として定義されていた。そ

［て，芥期各財の投資額川町最適化i勾遜を ＇1えられた初

期生産染付の下に解き，そ4で得られた各期・各Mの生

産傾を 1・4式に代入することによって得られた。

二のl；うに，われわれのモデルでほ投資が全く非自立

的に扱われており，最適生産経路を実現するために必要

な投資制がいかなζpメカニズムを経て生み出されてくる

か不明である。これは，言いかえれば，マグロ的にみて

存期・各財の必要役資額が求まっても，ミクロ的にみて

らょうどそれだけの投資乞区、要とする十分収益の上がる

プロジェクトが必ずしも存在するとは限らないというこ

とであるのこのマクロ分析とミクロ分析の事離を埋める

ことは，われわれのモデルのみならず，この種のモデル

に残された大きな課題であるとヤえよう。

（注 1〕 この結論が得られるための必婆条件。ト‘つ

1，す♂に6.の（1）で論じ子とわりであるn
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〔付記〕

本稿は，昭和50年度経済成長調査部r開発資金の効果分

析』研究会準備会における筆者の報告をまとめたもので

ある。本稿をまとめるに当っては，研究会主査岩崎輝行氏

はじめむ済戒長調査部の諸兄に負うところが多い。玄fこ，

計算については電子検索諜の皆さんの協力を仰いだ。こ

こに，深く感謝「る次第である。 （経済成長調査i:l,)
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